
- 152 -

151 東南アジアの植民地化(1)

マレー半島南部、ボルネオ島北部 → イギリス
プラッシーの戦い(1757)に勝利してフランスを排除しインド支配を確立したイギリスは、18世紀後半から中国（清）貿易

に乗り出し、中国航路への中継港確保のため、1826年には海峡植民地を成立させた。

１）イギリスは18世紀末から、19世紀初

めにかけて、【1: 】

の港市を支配した。

ペナン島（1786）

マラッカ （1824）

イギリスの植民地行政官の【2:

】は、【3:

】※1 の使用権を確保（1819）。

近代的な港を建設、「自由港」を宣

言（1820）、正式に領有（1824）。

※1 イギリスは、シンガポールをアジアの自由貿易市場開拓の中心にしようとした。実際、19世紀後半には、シンガポー
ルは香港（ﾎﾝｺﾝ）とともにイギリスのアジア植民地経営のかなめになった！

２）ナポレオン戦争に乗じて、イギリスはジャワ島とケープ植民地を占領した。ジャワ島は返還したがウィーン議定書（1815）

により、オランダ領だったセイロン島とケープ植民地はイギリス領となった。

1824年 英蘭協定でオランダとの勢力範囲を確定。境界はマラッカ海峡。ボルネオ島 ※2 の陸上境界の画定は1888年。

※2 ポルトガル領（1511）→オランダ領（1641）ボルネオ島の人々は「カリマンタン島」（インドネシア語）と呼ぶ。
1826年 イギリスはシンガポール島、ペナン島、マラッカで、【4: 】を成立させた。

1867年 【4】は東インド会社の手を離れて直轄地とされた（呼称は同じ）。ロンドンから派遣された知事はシンガポールに駐

在。直轄地は経費がかさむので、他の地域は保護領にとどめた。

1870年代･･イギリスは港市支配から領域支配に政策転換し、マレー半島に積極介入する。マレー半島西海岸のスルタン諸国に

産出する錫（スズ）の利権確保が目的だった。19世紀末には、マレー半島のスルタン諸国に次第に介入し次々と保護

国化していった。

1888年 オランダとの境界を画定し、北ボルネオ（ボルネオ島北部）を保護領とする。

1895年 マレー半島の南部４州 ※3 で、【5: 】を創設した！保護領である。統監はクアラルンプールに置かれ

た。錫（スズ）資源が豊富。地理的には【4】を含むが【4】は【5】とは別に直轄地であり続けた。20世紀初めには

ゴム=プランテーションが発達（後述）。

※3 ペラ、スランゴール、ヌグリ・スンビラン及び後背地パハン

1909年までに･･イギリスは直轄地である海峡植民地と多数の保護国で【6: 】（あるいは英領マラヤ）を構成した。

1957年、自治領として独立。1963年、国名をマレーシア連邦と改名。連邦立憲君主制国家（州の君主であるスルタ

ンの互選によって国王を選出）。イスラーム教が国教。1965年、シンガポールはマレーシア連邦から独立した。

クランタン、トレンガヌ、ジョホールなどの東海岸のスルタン国は、20世紀に入ってからイギリスの保護下に置かれた。

３）マレー半島は、錫（すず）、ゴムの産地である。

イギリスは、ムスリムのマレー人諸国家を次々と保護下において、錫鉱山の開発を進めた。錫鉱山の労働者として、多数

の【7: 】（かきょう中国人）が移住した。20世紀以降、アメリカ自動車産業向けにゴムの輸出が増加。ゴム園の労働

者として、多数の【8: 】（いんきょう インド人）が移住した。人口構成が変化しただけではなく、彼らは複合社会を

形成した。それは、支配層＝イギリス人、中間層＝中国人、最下層＝マレー人 という格差と差別（人数の少ないインド

人は周辺化）の下で、相互扶助と文化保持のため、それぞれ独自の小社会を形成することである。独立後に大きな課題を

残した。

今日のインドネシアに相当する島嶼部 → オランダ
オランダは、1619年、香辛料貿易で繁栄す

るバンテン王国からジャヤカルタを奪った。

オランダ東インド会社はそこをバタヴィア

と改称し拠点化した。現在の都市名ジャカ

ルタは本来の名ジャヤカルタに由来する。

オランダは、17世紀初めにモルッカ諸島を

得たが、英仏が既に種子を持ち出し、モー

リシャス、グレナダなどで栽培を始めてい

たため、17世紀後半に胡椒価格の大暴落で

大打撃を被った。オランダは奢侈品交易で

はなく、日用品のコーヒー、砂糖等の産地

を確保する方針に転じ、ジャワ島に狙いを

つけた！ マタラム王国（16世紀末～1755）

の滅亡でジャワ島全域を支配下に置き、コ

ーヒー栽培を行わせた。
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1799年 オランダ東インド会社は解散し、オランダ政庁による直接支配により、インドネシアの植民地化が実行された。

1811年 ジャワ島はイギリスに占領される。（オランダ本国はナポレオンに占領されている）

1816年 ジャワ島、オランダに返還される。 ←ウィーン議定書

1821-38年 パドリ戦争 イスラーム改革派が鎮圧をはかるオランダと戦争（スマトラ島西部）。01W、01R、06M

1824年 【9: 】でイギリス・オランダの境界線をマラッカ海峡に決定。イギリスのマレー半島支配、オランダのイ

ンドネシア地域支配を認め合う。マレー語文化圏が寸断され国民国家の形成が困難となる。

19世紀に入ると、オランダはコーヒー・サトウキビ・藍などの商品作物を導入し、オランダ政庁は具体的に生産を指示し、

生産物を低価格で買い取った。これも酷いものであるが、後述の強制栽培とは異なる。このような政策に対して大規模な

反乱が発生した。

1825-30年 【10: 】 オランダの暴政に対し、ジャワ島の王族ディポネゴロが指導するイスラーム諸侯の反オ

ランダ反乱が起きた。これを鎮圧したオランダはジャワ全島を制圧したがオランダ政庁の財政窮乏を招いた。

1830年 オランダは、ジャワ島で【11: 】を始めた。

これを推進したのはオランダ領東インド総督ファン=デン=ボス(任1830-33）である。

【11】とは、ジャワの農民、小作人に彼らの農地または労働時間の20％をオランダ政庁の指定する作物の栽

培に充て、収穫物をオランダ政庁だけに売るよう強制する制度。指定の作物とは、コーヒー、サトウキビ、

藍などのヨーロッパ向けの商品作物である。買い上げ価格は安く、オランダ政庁は莫大な利益をあげた。そ

の際賦役制度、村落行政制度を利用した。労働力を奪われ、米不足による米価高騰に悩まされ飢饉も続発

したので1870年にコーヒーを除いて廃止された。

1912年 アチェ戦争(1873-1912)に勝ったオランダは、今日のインドネシア連邦のほぼ全域に相当する領域を支配下におさめた。

これを【12: 】と呼ぶ。

ただし、【13: 】はポルトガル領として残された。

1975年にポルトガルが撤退すると、早速インドネシアが占領したが紛争となり、2002年に国連監視下で独立した。

新しい？民族文化
たとえば、【14: 】が多数を占めるバリ島では、独特の舞踊・音楽が伝承されている。観光客はさぞ古く

から伝承されたものだろうと思って鑑賞するが、実は1930年代に創作されたものも多い。支配国での東洋趣味や海外旅行

ブームに刺激されて、バリ島でも様々な芸能、料理、服飾が流行し、その中で最も受けがよかった（欧米人の好みにあっ

た「バリ島風」な）ものが生き残り、伝承されている。ヒンドゥーの伝統は生きてはいるがそのものではない。作られた

新しい民族文化なのだ。文化融合は多民族交流国家インドネシアの特徴。国是は「多様性の中の統一」。

現代のインドネシア共和国（2007年の統計）では、イスラム教が76.5％、キリスト教が13.1%、ヒンドゥー教が3.4

%、他。イスラム教徒の人口は、1億7000万人を超え、世界最大のムスリム人口を抱える国となっている。ただし、

憲法で信教の自由を保障しており、シャリーアによる統治を行うイスラーム国家ではない。

ビルマ（現ミャンマー） → イギリス領（インド帝国）

18世紀中ごろ、タウングー朝（トゥングー朝）が中国人の反乱

をきっかけに、モン人のペグー王国（一度衰亡したが再興した）

に滅ぼされた。ビルマ人勢力によって【15: 】

が建国1752-1885 された。これはビルマ最後の王朝。

18世紀が全盛期。ほぼ現在のミャンマーの全領域に相当する領

域を支配した。タイのアユタヤ朝を滅ぼし清軍を撃退（その後

一時清に朝貢）、インドの【16: 】地方にも進出した。

イギリスとの３回もの【17: 】（1824-26

･52-53･85-86年）に敗れ、1885年コンバウン朝は滅亡。1886年、

イギリス領インド帝国に併合された

三大デルタ地帯 三大河川は位置とともに必ず記憶せよ→

１）植民地時代、大陸部のエーヤワディー、チャオプラヤ、メコンの三大デルタ地帯

では、水田開発が更に進み、島嶼部などへの輸出を強いられた。

水田開発が困難な島嶼部はもちろん、輸出作物の栽培ばかりを行い【18:

】を強いられて食料を自給できない地域や人口過剰地域に対して、米

が輸出された。

２）家族経営は東南アジア農業の特質である。たいていの場合、水田は大土地所有者のものであるが、莫大な量の輸出米は小

作人が家族経営で生産していた。コーヒー、ゴム、果樹などはさすがにプランテーションが多いが、この分野でも家族経

営が行われ併存していた。


